
第 31回 電気・電子機器の EMCワークショップ（湯沢WS） 第 2.0版 

「近い将来の電磁環境トレンドと EMC 開発と教育の進むべき方向性」 

環境電磁⼯学研究専⾨委員会（EMCJ）では EMC 分野の研究・開発の最新情報、今後の進路につい
て議論する場として EMC ワークショップ（湯沢 WS）を提供してきた。昨今では湯沢に⽌まらず、
様々な場所で議論の場を開設してきた。今年は EMC 対策コンテストと共に試験設備・宿泊設備を併
有する学会活動をするに当たり最も適切な場所のひとつである丹波篠⼭のユニトピアで開催すること
としました。詳細を下記に記載いたしますのでふるってご参加ください。 

 
1．【主催】 環境電磁⼯学研究専⾨委員会（委員⻑ 王 建⻘） 
2．【期⽇】 令和元年 12 ⽉ 5 ⽇（⽊）〜12 ⽉ 6 ⽇（⾦） 
3．【会場】 ユニトピアささやま 

〒669-2356 兵庫県丹波篠⼭市⽮代 231-1 
TEL：079-552-5222 FAX：079-552-2234 https://unitopia-sasayama.pgu.or.jp/ 

4．【参加費⽤】 30,000 円［⼀般］、15,000［学⽣］ 
5．【プログラム】 

第 1 ⽇⽬ （2019 年 12 ⽉ 5 ⽇ 13：00〜17:00） 
■12：00〜 受付開始・開場 
■13：00〜13：05 開会の挨拶 名古屋⼯業⼤学 王建⻘教授（⼤ホール） 
■13：05〜13：15 会議室への移動 
■講演 
（1）13:15〜14:00（質疑を含む） 

「APEMC 2019 のメタデータから⾒る EMC 研究トレンド(仮題)」 
東北学院⼤学 ⽯上忍教授 

 (2)14:00〜14:45（質疑を含む） 
「企業⼈から⾒た EMC 分野への期待(仮題)」 

 (⼀社)KEC関⻄電⼦⼯業振興センター 柳瀬専務理事 
■14：45〜15：00 休憩 
■15：00〜17：00 今後の EMC 開発と教育に関するディスカッション 
電⼦情報通信学会 通信ソサイエティ論⽂誌における今後 5 年間テーマの検討。これまでの

研究傾向と業界からの今後への期待と提案を受け、業界・学会の要望に添える研究内容を提
⾔する。 
 
17：00〜18：30 ホテルチェックイン 
18：30〜19：15 ⼣⾷ 
19：15〜20：30 ナイトセッション（EMCフリーディスカッション） 
20：30〜21：30 懇親会 

 
第 2 ⽇⽬（2019 年 12 ⽉ 6 ⽇ 9：00〜15：00） 

 9：00〜12：00 EMC 対策コンテスト観覧・審査 
 12：00〜13：00 昼⾷ 
 13：00〜15：00 コンテスト発表聴講・表彰 
 

 


